
玉成保育専門学校２０２２年度学校関係者評価報告書 

１.教育理念・目的・人材育成 

キリスト教精神に基づき、長い歴史のある保育専門学校として、保育者養成という実際的な社会貢献

に向けて堅実な教育を行ってきている。今後は、地球家族・世界市民を育成する大局的な人材養成

の観点も加えたい。 

 

 

 

 

 

２.学校運営 

男女共学かつ小規模校の特色を生かす視点に立ち、人間関係の濃密さを重点におき成果をあげて

きた。今後は、業務の合理化・効率化のためシステム化にもより一層努めてほしい。 

 

 

３.教育活動 

小規模校の特色を生かした一体感をベースに、個別指導やゼミ的要素を導入してきた。全体の教育

効果向上により一層努めてほしい。多様な表現活動などの特色を生かした授業を強みにする。 

 

４.教育成果 

社会の多方面で活躍する卒業生との連携を明確化して在校生の励みや目標にしたい。専門性があり

実践力を持った学生を育てるために、今後も引き続き個別的な指導を心がけ、学ぶ意欲が低下した

学生への総合的支援を引き続き行う。 

 

 

５.学生支援 

キメ細かな相談を継続しつつ、ホームカミング・デーや卒業生と在校生の交流研修プログラム策定な

どで 

活性化を図りたい。 

 

６.教育環境 

本校の特色である同一法人内の幼稚園・保育園との交流を一層充実させ、同時に保護者や 

地域住民との連携に努める。 

 

７.学生の受け入れ募集 

本校の特色・特典を多角的に PR し、アルウィン祭（学園祭）も有効活用して、高校訪問などにも日常

的に取り組む。 

 

９.法令等の遵守 

引き続き情報公開に努める。 

 

 

１０.社会貢献・地域貢献 

リスキリングやリカレント教育面での貢献を具体的にプログラム化することに努める。また、園庭開放を

含め全世代交流の場として地域貢献に努める。 

 


